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論文内容の要 と三4

日

これまでの研究から，スタチン治療が脳卒中の発症や再発を予防する効果があることが明らか

となっている．しかし，本邦での承認用量はこれらの先行研究で使用されたスタチンの用量より

もはるかに少なく，本邦の実臨床で用いられる用量のスタチンで同様に脳卒中の再発予防効果が

あるかどうかは不明である．そこで，本研究では日本人の初発脳梗塞患者コホートを用いて，実

臨床で用いられる用量のスタチンが脳血管イベントやあらゆる原因による死亡のリスクを低下さ

せるかどうかを検討した.2007年 6月から 2011年 2月までに福岡脳卒中データベース研究に登録

された急性期初発脳梗塞患者 2822例を対象に，退院時スタチン服用群（993例）と非服用群（1829

例）に分類し， 2012年 3月まで追跡した．追跡期間中（中央値 2.0年） ' 305例が脳血管イベント

を発症し， 345例が死亡した. 4年後の脳血管イベント累積発症率および累積死亡率は，スタチン

服用群が非服用群よりも有意に低く（脳血管イベント： 13.8%対 19.5%,P=0.005；死亡： 11.8%対

21.7%, pく0.001），多変量調整後もスタチン治療は有意に脳血管イベント（ハザード比 0.70;95% 

信頼区間 0.53-0.92,P=0.011），および死亡（ハザード比 0.67;95%信頼区間 0.50・0.89,P=0.006) 

のリスクを低下させた．よって，日本人の急性期脳梗塞患者において，実臨床で用いられる用量の

スタチンは脳血管イベントや死亡のリスクを低下させることが示唆された．


